
UVOJI
3DEXPERIENCE WORKSソリューションを
使用したUV-C LED除菌技術の商品化
 ケース スタディ

Uvojiは、新型コロナウイルスのパンデミックに伴って、リモート ワークや、クラウドでの透過的なデータ
管理の活用、ハンドヘルド機器の除菌消毒のための画期的なUV-C技術の開発のスピード アップの必
要性に迫られて、SOLIDWORKSの導入環境に3DEXPERIENCEプラットフォームを加えることにしました。



課題：
新型コロナウイルスのパンデミックに伴うロックダ
ウンという状況下において、水およびハンドヘルド
機器の除菌用のUV-C LED技術を開発、商品化する。

ソリューション：
クラウドベースの3DEXPERIENCE Worksソリュー
ションを既存の起業家向けSOLIDWORKSのインス
トール環境に追加する。

結果：
•	 製品開発コストの削減
•	 新型コロナウイルスに伴うロックダウンの発令中に
リモート ワークとコラボレーションに対応

•	 3DEXPERIENCEプラットフォームを中心としたコラ
ボレーション ワークフローの開発
•	 初年度に1,000台を販売したハンドヘルド製品用
のUV-C LED除菌ユニットを発売

「CEO兼テクニカル ディレクタ
ーとしての立場から、短期的
に見ると、3DEXPERIENCEプラ
ットフォームから私が得られ
たのは、緊急事態へのソリュ

ーションでした。また、長期的に見る
と、SOLIDWORKSツールと3DEXPERIENCE
プラットフォームを組み合わせることで、
製品開発に関連するすべての要素をク
ラウドで安全に管理できるようになりま
した」 
 — CEO兼テクニカル ディレクター、Thomas Zunino氏

Uvoji®（旧T.zic）は、2016年に水処理会社として設立され、
発光ダイオード（LED）で発生する短波紫外線（UV-C）放射を
応 用 する 革 新 的 な 除 菌 方 法 の 研 究 開 発 を 進 め て い ま
す。UV-Cは迅速であり、化学薬品を使用する必要がなく、非常
に高い除菌効果と殺ウイルス効果を持つため、長年、主要な
除菌技術として利用されてきました。しかし、Uvojiが2018年
に初めて特許取得済みの精製ソリューションを導入するま
で、ほとんどのUV-Cベースの水の除菌システムでは、UV-C放
射線の生成に水銀蛍光灯電球を使用していました。これらの
電球は比較的寿命が短く、生成されたUV-Cが十分な除菌効果
を上げられませんでした。UV-C LEDシステムには、UV-C電
球に比べて寿命が長く、消費電力が少ないという重要な利点
があります。UV-C LEDの除菌システムは、コンパクトさ、丈夫
さ、自律性という点で他をはるかにしのいでいます。 

同社は、水を使ったときに除菌するOji Safeユニットを発売
し、その後、自動車やRVの中で飲む飲料水を除菌するOji 
Campユニットと、ボートの中で飲む飲料水を消毒するOji 
Nauticユニットを発売するうえで、UV-C LED技術の使用に踏
み切りました。CEO兼テクニカル ディレクターのThomas 
Zunino氏によると、同社は、2020年初頭に新型コロナウイル
スのパンデミックが発生した頃には、小型のハンドヘルド機
器の表面除菌用UV-C LEDユニットを開発することで、この2つ
の製品の成功をさらに後押しすることを検討していました。

「Uvojiを設立する前は、UV-C除菌ランプを製造していた会
社に長年勤務していました。こうして私はUV-C LEDの研究に
関わるようになりました」と、Zunino氏は説明します。「UV-C 
LED技術は、5年前に登場しました。UV-C LEDの主な利点
は、従来のUV-Cランプよりも長持ちし、メンテナンスの必要性
が少なく、電気消費量が少なく、水以外の用途（ハンドヘルド
機器や表面除菌など）にも適していることです。2020年初頭
に新型コロナウイルスのパンデミックが起こり、社会が物理的
にロックダウンを余儀なくされたとき、当社はリモートで製品
をいかに開発し続けるかという危機に直面しました」

Uvojiはこれまで、起業家向けSOLIDWORKSプログラムの下で
の製品開発にSOLIDWORKS®の設計、構造シミュレーション、
流体シミュレーションの各ソリューションを使用しており、新型
コロナウイルスのロックダウン以前は、クラウドベースの
3DEXPERIENCE® Worksソリューションのベータ テスト版を使
用していました。Zunino氏は次のように述べています。「リモ
ートでの作業を余儀なくされたとき、3DEXPERIENCEプラッ
トフォームの使用経験があったことは幸運でした。なぜなら、
新しいクラウドベースの製品開発プラットフォームを導入する
のに3か月も、6か月もかけている場合ではなかったからで
す。「SOLIDWORKSでの作業を継続するために本当に必要な
のは、製品データ管理（PDM）システムでしたが、まだ所有して
おらず、また導入できるようになるまで待っている余裕もあり
ませんでした。あれこれソリューションを探し回る必要はなか
ったのです。クラウドベースの3DEXPERIENCEプラットフォー
ム上のCollaborative Industry Innovatorが、私たちが必要とす
るデータ管理機能を提供しました。これらの機能を、プラット
フォーム上においても、Project Plannerのプロジェクト管理
機能とCollaborative Business Innovatorのコラボレーション
機能によって補完しました。これらのクラウドベースの機能に
アクセスするた め に、 S O L I D W O R K S ソリューションを
Collaborative Designer for SOLIDWORKSを使用してプラット
フォームに接続しました。

Zunino氏は次のように述べています。「3DEXPERIENCE 
WorksをSOLIDWORKSインストール環境に加えることを選択
しました。これは、パンデミックによるロックダウン時にリモー
トで作業を続け、クラウド内の新しい製品で効果的にコラボレ
ーションするための最もコスト効率の高いソリューションを提
供したからです。3DEXPERIENCE Worksソリューションは、私
たちのニーズに合ったものであり、すべての人が同じ建物に
いる必要なく、製品開発を組織的に進めることができました」



新型コロナウイルスのパンデミックにもかかわらず、画
期的な製品を発売
クラウドベースの3DEXPERIENCE Worksソリューションを既
存のSOLIDWORKSデスクトップ設計およびシミュレーション 
ツールと組み合わせて使用することで、Uvojiは新型コロナウ
イルスによるロックダウン中に画期的なUV-C LED表面除菌装
置を開発し、感染拡大期にあった2020年6月に製品を発売す
ることができました。「パンデミックは、会社にとって生存の脅
威となったすべての要素に大きな影響を与えていました」
と、Zunino氏は述べます。「CEOとしての立場から見ると、短期
的には3DEXPERIENCEプラットフォームで緊急を要するニー
ズを満たすことができましたが、長期的に見ると新たなロール
とソリューションの導入が必要でした。

最 終 的 に は 、表 面 除 菌 製 品 の 開 発 だ け で な
く、3DEXPERIENCEプラットフォーム上で多くのことが可能に
なるでしょう」と、Zunino氏は付け加えます。「新型コロナウイ
ルスのパンデミックがもたらしたさまざまな課題は、結果とし
て、この製品の開発を加速させましたが、そのためには広範囲
にわたる遠隔地とのコラボレーションが必要となりました。私
たちは、2020年3月に3DEXPERIENCE Worksソリューション
を導入し、3か月後に表面除菌製品をリリースしました」

クラウドでの安全で自動化されたデータ管理
Uvojiはリモートで作業していたにもかかわらず、迅速に表面
除菌製品を開発できるようになり、わずか1年で1,000個の製
品を販売できました。これは、3DEXPERIENCE Worksポート
フォリオ内の安全で自動化されたデータ管理機能のおかげで
す。Zunino氏は次のように述べています。「私たちがリモート
で作業を余儀なくされた時点では、社内の組織や品質プロセ
スの構築に取り組んでいる途上であり、サーバーやPDMシス
テムは導入されていませんでした。3DEXPERIENCE Worksの
ポートフォリオには堅牢なデータ管理機能が含まれており、リ
ビジョン管理や安全なデータ管理を維持しながら製品を開発
するための簡単かつ低コストな方法が提示されました」

「3DEXPERIENCE Worksソリューションを使用することは、人
件費、ソフトウェアやハードウェアのコストという点で、製品を
開発する最も効率の良い方法です」と、Zunino氏は指摘して
います。「Collaborative Industry Innovatorは、データ管理を自
動化してバックグラウンドで実行できるようにしました。つま
り、もうデータ管理を気にする必要はないということです。この
体験により、私たちは3DEXPERIENCEプラットフォームとその
ツール上ですべてのプロセスとワークフローを構築し、将来的
にそのプロセスとワークフローを最大限に活用できるように
なりました」

流体シミュレーションと構造シミュレーションにより、時
間とコストを節約
パンデミックによるロックダウン時、3DEXPERIENCEプラット
フォームを活用することで、混乱の可能性を回避し、コラボレ
ーション ワークフローに移行できただけでなく、Uvojiはデス
クトップ版SOLIDWORKSの流体、構造のシミュレーション ソリ
ューションを利用し、製品開発時の試作品作成を削減すること
で、時間とコストを節約しました。Zunino氏は次のように述べ
ています。「SOLIDWORKSの流体および構造シミュレーション 
ツールは、3か月という当社の積極的な開発サイクルを実現
するためには非常に重要でした」

「Collaborative Industry Innovatorは、データ
管理を自動化してバックグラウンドで実行
できるようにしました。つまり、もうデータ
管理を気にする必要はないということで
す。この体験により、私たちは3DEXPERIENCE
プラットフォームとそのツール上ですべて
のプロセスとワークフローを構築し、将来
的にそのプロセスとワークフローを最大限
に活用できるようになりました」 
          — CEO兼テクニカル ディレクター、Thomas Zunino氏



Uvojiについて販売代理店： VISIATIV,  
Le Bourget-du-Lac, France 

本社： Cap Alpha, 9 avenue de l’Europe
Clapiers, Hérault 34830
France
電話：+33 4 67 59 30 31

詳細情報： 
www.uvoji.com

Uvojiが3か月にわたる野心的な開発サイクルを達成するために
は、SOLIDWORKSの流体および構造シミュレーション ツールによる
仮想試作品が非常に重要でした。

Zunino氏は続けます。「私たちは、ユニット内の温度管理に両
方の機能を使用しましたが、ほとんどの場合、流体シミュレー
ションを使用していました。CEO兼テクニカル ディレクターと
しての立場から、短期的に見ると、3DEXPERIENCEプラットフ
ォームから私が得られたのは、緊急事態へのソリューションで
した 。また 、長 期 的 に 見ると、 S O L I D W O R K S ツ ー ルと
3DEXPERIENCEプラットフォームを組み合わせることで、製品
開発に関連するすべての要素をクラウドで安全に管理できる
ようになりました」

ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に統
合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用する
3Dのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3Dエクスペリエンス・プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界の「バーチャ
ル エクスペリエンス ツイン」を生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。

ダッソー・システム ズの 約2 万人の 従 業 員は、1 4 0 カ国 以 上、あらゆる規 模 、業 種の2 7 万社 以 上のお 客 様に価 値を提 供します。より詳 細な情 報
は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。
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アメリカ大陸
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451 USA

アジア - 太平洋 
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ソリッドワークス・ 
ジャパン株式会社
東京本社
+81-3-4321-3600
大阪オフィス
+81-6-7730-2702
info@solidworks.co.jp


